
 

 

              

    Press Release 

 

 

 

報道関係者 各位 

 

 

風しん対策 企業向けセミナー実施のご案内（令和元年９月１０日 初開催） 

～企業健診での抗体検査の実施拡大に向けた、厚生労働省から企業担当者向けセミナー～ 

 

厚生労働省では、昨今、感染拡大が続く風しんへの対策として、40～57 歳※の男性を対象

に、原則無料で風しんの抗体検査及び予防接種が受けられる風しんの追加的対策を今年から

実施しています。対象世代に対する風しんの抗体検査や予防接種の実施率の向上には、企業

の協力が不可欠と認識しています。職場の健康診断等の機会を活用して、より多くの企業で

風しんの抗体検査や予防接種を実施していただける環境整備が重要です。 

※1962（昭和 37）年４月２日～1979（昭和 54）年４月１日生まれ 

 また、風しんの社内感染の潜在的なリスクを軽減する観点からも、 

・40～50 代の男性を中心に風しんの感染が拡大している現状や、 

・社員や顧客が風しんに感染した場合の企業側のリスク 

・企業としてリスクを軽減する具体的な方法（市区町村で配布されているクーポン券を

利用することで企業側に費用負担を生じさせずに、全国で抗体検査や予防接種を実施

できること） 

等について知っていただくことは、企業を円滑に運営する上でも重要と考えられます。 

このため、企業の安全衛生・福利厚生担当者を対象とした風しん対策セミナーを開催する

こととなりました。 

 

本セミナーでは、「風しんの感染予防の意義」から「実際に企業で抗体検査や予防接種を

実施するまでのノウハウ」までの解説や、既に取り組んでいる企業の事例等を紹介する予定

です。（詳細は別紙１を参照ください。） 

厚生労働省から企業担当者に直接働きかける初めての取り組みです。既に数十社からの申

し込みがあり、今後多くの企業の参加が見込まれます。 

 

【取材の事前登録について】 

 撮影を行う場合は、９月６日（金）までに別紙２の申込用紙に必要事項をご記入の上、

FAXにてお申し込みください。 

※今回のセミナーは公開で実施します。取材上の留意事項やカメラ取材の位置などは改めてお知らせします。 

 

 

 

令和元年８月28日 

【照会先】 

健康局 結核感染症課  

課長補佐 加藤 拓馬 (内線 2373) 

健康局 健康課 予防接種室 

室長補佐  元村 仁  (内線 2072) 

（代表電話） 03(5253)1111 



風しんの追加的対策 検 索

風しん対策の詳しい情報については、厚生労働省のホームページをご覧ください。

事業所の「健診」ご担当者さまへ

厚生労働省

国の風しん対策 活用セミナー 開催のご案内（9/10）

職場の健診に「抗体検査」「予防接種」を費用負担なしで導入するノウハウを徹底解説

流行する「風しん」の感染リスクから社員とお客様を守るため、職場の健診を強化しませんか。

日本では、昨年から「風しん」の流行が続いています。そのため、市区町村は、免疫を持っ

ていない可能性が高い40～57歳の男性を対象に、無料で「抗体検査」・「予防接種」を受け

られるクーポン券を配布しています。

「風しん」から社員を守ることは、社会を守ることにつながります。クーポン券を事業所の

健診や人間ドックなどで利用できる仕組みがありますが、2022年３月末までの期間限定です。

事業主の皆さま、このセミナーを受講して、貴社の健診を強化してみませんか。

セミナー 概要

日 時

会 場

定 員

9月10日（火）14:00～16:00（開場13:30）

※定員に達した場合は、その時点で受付を終了させていただきます。

300名（先着）・事前申込制

特別講演：「企業の社会的責任としての風疹対策」

講師：東京医科大学病院 教授 濱田篤郎

導入方法の解説、導入事例紹介 等

「国の風しん対策 活用セミナー ～風しんから、社員とお客様を守るために～」

三田共用会議室（東京都港区三田2-1-8）※地下鉄南北線「麻布十番駅」徒歩5分

セミナー申し込み先（厚生労働省健康局健康課予防接種室宛）

FAX：03-3502-3099

セミナーへのお申し込みは、

氏名、所属、連絡先をご記入の上、

右記までご連絡ください。

40～57歳の男性が風しんの感染を拡大させる可能性があります

 風しんは、風しんウイルスによっておこる急性の発疹性感染症で、強い感染力があります。

 飛沫感染により、症状が出る前からヒトからヒトへと感染が広がります。

 成人が発症した場合、高熱や発疹が長く続いたり関節痛になるなど、小児より重症化する

ことがあります。また、合併症を併発する危険もあります。

 妊娠初期の妊婦さんがウイルスに感染すると、生まれてくる赤ちゃんの目や耳、心臓に障害

が起こる可能性が高くなります。

内 容

【別紙１】イベント概要



 

 

【別紙２】取材申込用紙 

「風しん対策 企業向けセミナー」開催 
取材申込書 

会場設営の準備などがあるため、恐縮ですが、９月６日（金）12:00までに 

ご返信ください。 

FAX ： 03（3502）3099 
 

※なお、メールでも取材の申し込みを受け付けます。この取材申込書の必要事項を、 

９月６日（木）12：00 までに、

https://www.mhlw.go.jp/form/pub/mhlw01/201909_01_yoboseshu_1 

へお送りください。 
 
 

社  名  

媒体名  

部署名  

氏  名 

 

（合計   名） 

連絡先 

電話：          FAX： 

Email： 

カメラ 
あり（スチール・ムービー）・なし 

※該当するものを○で囲んでください 

通信欄 
 

 

 

 【報道関係者からのお問い合わせ先】 

厚生労働省 健康局 健康課 予防接種室 
〒100-8916 東京都千代田区霞が関 1-2-2 
担当：元村 仁（内線 2072） 
代表電話：03(5253)1111 
直通電話：03(3595)3287 

https://www.mhlw.go.jp/form/pub/mhlw01/201909_01_yoboseshu_1

